
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇ 第 15 回北九州市 PCB 処理監視委員会（PCB 処理施設の視察）    
第15回監視委員会として、11月9日～10日に 

ＰＣＢ処理施設の視察を行いました。当日は委員

11名のほか、福岡県、北九州市が同行しました。 

 

 

 

 

【視察先概要】 

1. ㈱神鋼環境ソリューション播磨製作所 

○所在地 ：兵庫県加古郡播磨町新島19 

○処理方式：プラズマ溶融分解 

○処理能力： 

実証試験では 1 日あたり 8 時間運転によって約

300kgを処理。（24時間運転の場合は約1トン) 

○施設概要：廃棄物処理、環境修復技術の一環とし

て、ＰＣＢ汚染物等のプラズマ溶融分解技術開発

を新日鉄エンジニアリング㈱と共同で行っている。

播磨製作所内の設備は実際の処理施設ではなく実

証試験のための設備である。2003 年から実証試験

を開始しＰＣＢ汚染物等の無害化に成功している。

2004 年 11 月には（財）産業廃棄物処理事業振興財

団よりＰＣＢ汚染物処理技術としての技術認定を

新日鉄エンジニアリング㈱と共同で受けている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実証施設外観（HPより） 

○プラズマ溶融分解処理の流れ 

ＰＣＢ汚染物をペール缶に入れ、溶融炉内へ投

入する。超高温のプラズマ（15,000℃以上）を照

射し、ペール缶ごと溶融させ、ＰＣＢを原子レベ

ルまで分解する。また、照射されたプラズマを熱

源として溶融炉内は 1,400℃以上となるため、プ

ラズマ照射と炉内の高温との相乗効果により、 

ＰＣＢは効率よく溶融分解される。操作は自動制

御ではなく、モニターを通じ肉眼で確認しながら

行う。 

 

◎質疑応答 

視察後、以下のような質疑応答がありました。 

（質問）委員 

操作は自動制御ではなく、肉眼で確認しながら行

っているがその理由はなにか。 

（回答）神鋼環境ソリューション 

廃棄物の性状が多岐にわたることから自動制御で

は分解が不十分となる恐れがある。 

（質問）委員 

排気処理系で使用したフィルターは、交換するの

か。 

（回答）神鋼環境ソリューション 

バグフィルターのフィルター部分は２、３年毎に

交換する予定。使用済みの活性炭については、プ

ラズマ溶融分解炉で処理する予定。 

（質問）委員 

処理物に水銀が含まれる場合はどうなるのか。 

（回答）神鋼環境ソリューション 

水銀は、プラズマ溶融分解炉内で蒸発後、冷却工

程で析出し、バグフィルターおよび活性炭で吸着

除去される。 

 

 

平成１９年
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若松区響灘地区で行われるＰＣＢ廃棄物処理事業が、安全かつ適正に行われるよう、北九州

市は、施設の計画、建設、操業の各段階を通して監視を行う「北九州市ＰＣＢ処理監視委員

会」を設置しています。監視委員会の活動内容については、「監視委員会だより」を発行し、随

時、市民の皆さんへお知らせします。 

今回は、第 15 回監視委員会（視察）の内容および北九州ＰＣＢ廃棄物処理施設の天井材一部

落下に伴う監視委員会による現地視察の内容をお伝えします。 

◇視察先 

11月 9日 ㈱神鋼環境ソリューション播磨製作所

11月10日 日本環境安全事業㈱大阪事業所



2. 日本環境安全事業㈱大阪事業所 

○所在地 ：大阪市此花区北港白津2－4－13 

○処理方式：触媒水素化脱塩素化分解法(Pd/C法) 

○処理能力：1日あたり2ﾄﾝ 

○処理開始：平成18年10月 

○施設概要： 

日本環境安全事業㈱（JESCO）大阪事業所の処理

施設は、東西2区画に分かれており、主に西棟では

前処理、東棟では液処理及び分析を実施している。

西棟、東棟間は専用車両にて輸送を行っている。 

○処理の流れ： 

小型コンデンサについては、解体作業を省き真空

加熱分離装置（VTR）にて直接ＰＣＢを回収してい

る。液処理は、触媒水素化脱塩素化分解法を採用し、

ＰＣＢと水素を反応させるための触媒としてパラジ

ウムカーボン（Pd/C）を使用している。反応後はビ

フェニルと塩酸が生成される（北九州事業ではＰＣ

Ｂと金属ナトリウムを反応させており、触媒は使用

していない）。 

 

 

 

 

 

 

 

◎質疑応答 

視察後、以下のような質疑応答がありました。 

（質問）委員 

西棟と東棟との輸送はなぜトラックを使うのか。 

（回答）JESCO大阪事業所 

東西間の輸送は、大阪市との協議でトラック輸送

となった。パイプ輸送ではパイプ内の状況が把握

しづらく漏洩確認が困難であるが、トラック輸送

は、専用容器と専用輸送車両で安全を目視しなが

ら運搬できるため確実と考えたからである。 

（質問）委員 

真空加熱分離装置で小型コンデンサから直接抜油

する場合、どこからＰＣＢ油がでてくるのか。 

（回答）JESCO大阪事業所 

碍子部分がハンダ付けとなっており、高温状態

におかれるとハンダが溶けて穴が開き、そこか

らＰＣＢが気化する。 

（質問）委員 

現在の稼働率は。 

（回答）JESCO大阪事業所 

10 月に操業開始したばかりであるため、当初は

30～40％で稼動、11月は50％を目標に稼動中。 

【日本環境安全事業㈱からの報告事項】 

視察終了後、JESCO 北九州事業所から近況の報告

がありました。 
(1) 第１期処理施設の操業状況について 

平成18年10月末までの北九州ＰＣＢ廃棄物処理

施設の受入状況と処理状況が報告されました。 

(2) 環境モニタリングについて 

環境モニタリングの結果について、測定項目に異

常は認められなかった旨が報告されました。 

(3) 北九州事業所内部技術評価結果について 

評価の結果、92 項目のチェックリスト確認項目

のうち、4 項目が検討事項となったが、不適合事

項および指摘事項はなかった旨が報告されました。 

 

◎視察の感想 

 委員から、次のような感想・意見が寄せられて

います。 

○視察全体を通じて 

・技術になじみのある専門委員だけでなく市民委

員も、熱心に参加されており、今回の視察を通し

て、委員会活動の更なる質的向上が期待できる。 

・北九州第2期施設建設を始める段階で、民間の 

ＰＣＢ汚染物等一括処理システムの試験設備と、

JESCOの最新施設の双方を見学でき､非常に大きな

意味があった。 

○㈱神鋼環境ソリューション播磨製作所について 

・見学前の説明から受けた印象と実際の見学によ

って理解した内容とには、若干の違いがあった事

から、実際の設備や作業状況を見学することの意

義を改めて感じた。 

・優れた分解能力をもち、遠隔操作によって安全

面にも配慮したプラズマ溶融分解方式は北九州事

業の2期施設への採用も視野に入れてよいのでは。 

・ＰＣＢ汚染物処理の必要性から全国の処理施設

の内いくつかには採用する必要があるのでは。 

○日本環境安全事業㈱大阪事業所について 

・小型コンデンサを解体せずに処理する点は合理

的だと感じた。 

・視察の際、軽装で見学でき、安全性への信頼が

高いように感じた。 

・埋立地での立地となっており、住宅地から遠い

ため事故の場合、住民への影響が少なくてよい。 

・水素を使用していることから、発火および引火に

対しての保安設備および対策が必要である。 

・真空加熱分離方式の採用によって、手作業による

操作が省かれ、自動化が進んでおり、安全性の面

からＰＣＢ処理施設の一つの方向性を示している。 

日本環境安全事業㈱大阪事業所全景（HPより）



◇ 臨時報告                              

ＰＣＢ廃棄物処理施設の天井材一部落下に伴う

監視委員会による現地視察 

9 月 30 日に処理施設の天井材の一部が落下した

件に関して、10 月 10 日に監視委員が現場視察を実

施しました（落下による外部へのＰＣＢ漏洩はあり

ません）。また、視察後に JESCO から発生状況、推

定原因対策について報告がありました。 

 

(1)発生状況 

電気系統点検作業の立ち会いのため出社してい

た職員が、二次洗浄室の天井材落下を発見。負傷

者がいないこと、設備からのＰＣＢ漏洩がないこ

とを確認し、運転停止の指示、スモークテストに

よる室内負圧の確認等を実施した。 

外部へのＰＣＢ漏洩がなかったことから、緊急

連絡の必要はないと考え、北九州市への連絡は 10

月2日に行った。 

 

(２)推定原因 

電気系統の点検のため、電機室の盤の電源を約１

分間落とした。この盤は給気ファンに給電しており、

約１分間給気ができない状態が発生した。この間、

排気は継続していたことから、二次洗浄室の室圧が

急激に低下（過負圧）したと考えられる。 

また、今回破損、落下した天井部分が、施設の天

井裏への進入ルートに該当していることから、天井

裏点検時に天井材を踏みつけたことなどにより、天

井材取付けクリップの強度が低下していたものと考

えられる。 

以上のことから、今回の天井落下の原因は、天井

材取付けクリップの一部が本来の強度より低下して

いたところへ二次洗浄室の室圧の急激な低下が引き

金となり、破損・落下という事態が発生したものと

推定する。 

 

(３)対策 

・クリップ強度の低下防止対策として天井裏点検用の

歩廊を設置する。 

・過負圧の防止対策として避圧ダンパー（過負圧時に

作動するダンパー）などの設置および点検方法の見

直しを実施する。 

・北九州市への連絡遅延の対策として、緊急措置手引

書の記載内容についての確認および職員への再教育

による緊急措置手引書内容の周知徹底を実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎質疑応答 
現地確認後の委員会では以下のような質疑・応答

がありました。 

○原因について 

（質問）委員 

今回の事象は電気系統点検時に急激な負圧が生じ

たことが原因である。本設備では、トラブル時に

はどこまで負圧状態となるのか。 

（回答）JESCO 

トラブル時に、どこまで負圧になるのかの検討は

していなかった。至急、算出し報告する。 

（質問）委員 

天井裏への入口は足場が悪く真っ暗であった。そ

のような状況で、懐中電灯を使い、天井裏点検を

実施したとの事だが、点検方法に問題はないのか。 

（回答）JESCO 

ご指摘のように点検方法に問題があったと考えて

いる。天井裏点検用歩廊の設置等で改善していく。 

○連絡の遅れについて 

（意見）委員 

今回の天井落下事象発生後、連絡が遅れていた事

が明らかとなった。私は新聞報道でこの件を知り、

何のための監視委員なのかと腹立たしく感じた。 

（回答）JESCO 

連絡の遅れについては、市の環境局から厳しく指

導を受けている。まことに申し訳なく思っており、

この場をお借りしてお詫びしたい。 

（回答）北九州市 

市としても、日本環境安全事業㈱からの連絡の遅

れについては、これまでの指導が不足していたと

も考えており、今後も厳しく指導するとともに、

緊密な連絡体制を作っていきたい。 

 

※ホームページにて、視察の詳細を記した報告書

を公開しています。 

天井落下現場視察の様子 



 

北九州市ＰＣＢ処理監視委員会委員    

○学識経験者   ○市民代表（公募による選出者） 

氏 名 所属  氏 名 職業 

 浅岡 佐知夫  北九州市立大学国際環境工学部教授   嶋津 元彦  元団体職員 

 是永 逸生  (社)日本技術士会九州支部副支部長   津田 潔  元会社員 

 清田 高徳  北九州市立大学国際環境工学部教授   成田 裕美子  自営業専従者 

 河井 一明  産業医科大学産業生態科学研究所助教授   古野 和彦  団体職員 

 吉永 耕ニ  九州工業大学工学部教授   水城 秀信  大学院生 

○市民代表（市民団体からの推薦者）    

氏 名 推薦団体    

 大庭 卓朗  若松区自治総連合会    

 岡田 黎子  北九州市女性団体連絡会議    

◆ＰＣＢ処理事業について 

※ＰＣＢ処理事業に関するお問い合わせは、 

    日本環境安全事業㈱ 北九州事業所 TEL 093-752-1113 まで 

〒808-0021 福岡県北九州市若松区響町1-62-24 

 

※ＰＣＢ処理事業に関する情報は、 

日本環境安全事業㈱のホームページ( http://www.jesconet.co.jp/pcbtop.htm ) 

に掲載しています。 

 

◆処理施設の見学について 

※情報公開ルームは、ご自由に見学ができます。【開館時間：平日9:00～17:00】 

 （詳しい説明をご希望される方は、予めお電話（093-752-1113）でご予約下さい。） 

 

 

◆ ＰＣＢ処理監視委員会について 

※監視委員会は、市民の方の傍聴ができます。 

委員会の開催は、市政だよりなどでお知らせします。 

 

※ＰＣＢ処理監視委員会（会議資料、議事録など）や、 

ＰＣＢ処理事業に関する情報は、市のホームページ 

（http://www.city.kitakyushu.jp/pcp_portal/PortalServlet?DISPLAY_ID=DIRECT&NEXT_DISPLAY_ID=U000004&CONTENTS_ID=12334） 

に掲載しています。 

[発行]北九州市ＰＣＢ処理監視委員会 

事務局：北九州市環境局環境経済部環境産業政策室 

〒803-8501 北九州市小倉北区城内1-1 

TEL 093-582-2630  FAX 093-582-2196 




